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　生産者の意欲高揚、栽培技術や品質の向上
を図るとともに消費拡大を目的に第４回恩納
村マンゴーコンテストが開催されました。
　審査会で応募１０品の中から最優秀賞（恩納
村長賞）1点、優秀賞（JA沖縄恩納支店長賞、
なかゆくい市場賞）2点が選ばれ、おんなの駅
特設ステージにて表彰が行われました。

　うんな中学校の女子ソフトボール部と吹奏楽部が村役場を訪れ、大会結果と九州大会出場を報告しました。
　女子ソフトボール部は沖縄県中学校総合体育大会女子ソフトボール競技で見事優勝を果たし、８月６日から９日
まで福岡県で開催される九州大会へ出場します。新井愛陽主将が「九州大会では３位以内に入れるように頑張りま
す」と力強く抱負を述べ、全国につながる大会でのさらなる活躍を誓いました。
　また、吹奏楽部は第66回沖縄県吹奏楽コンクールで金賞を受賞しました。惜しくも九州大会出場には１点及び
ませんでしたが、日頃の練習の成果を存分に発揮し、素晴らしい演奏を披露しました。
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最優秀賞 當山堅一さん（谷茶）
優秀賞 松田祐樹さん（瀬良垣）

當山寛利さん（瀬良垣）
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第５３回女子九州中学校ソフトボール競技大会 結果
１回戦　うんな中　７－１　判田・植田（大分県）
２回戦　うんな中　０－４　島原ＪＨＳ（長崎県）

　戦後81年目となる慰霊の日を迎えました。沖縄戦で亡くなられた方々のことを思い、平和について自分なりに考えてみ
ました。
　私たちが暮らす恩納村には、美しい海や豊かな自然があります。青い海で遊んだり、友達と笑い合ったり、家族と安心し
て過ごしたりできる毎日は、とても幸せなことだと思います。このように穏やかに過ごせることが私の考える平和です。
　しかし、81年前、沖縄では地上戦が行われていました。４か月もの間、戦争が続き、罪のない人々の命が失われ、平和な暮
らしがこわされました。戦争が終わった後も、栄養失調や病気などで県民の四人に一人が亡くなるなど、いいことは一つも
無かったことを知りました。犠牲者の中には多くの幼い子供もいたそうです。そして、今も世界
では戦争が続いています。ニュースで家を失った人や、泣いている子どもたちを見るたびに、胸
が痛みます。私が平和に生活している同じ時間に、戦地では、安心して眠ることや、学校へ通う
ことができない人たちがいることを、忘れてはいけないと思います。だからこそ、私たちは慰霊
の日に、平和について考え続けることが大切だと思います。相手を思いやる気持ち、命を大切に
し、争いではなく話し合いができる世界を願っています。
　私は、恩納村で学ぶ一人として、これからも平和の大切さを伝えていきたいです。二度と沖縄
戦のような悲しい戦争が起こらないことを願い、これからの平和な世の中を守りつくっていこ
うと思います。これで私の平和へのメッセージとします。

山田小学校代表（島袋 昊太朗）
しまぶくろこうたろう

　沖縄は、青い海と青い空、きれいな自然が心を豊かにしてくれるところです。
　私は、そんな沖縄を誇らしく思っています。沖縄では、子供から高齢者の方まで、みんな思いやりがあり、笑顔になる挨
拶が溢れています。「おはよう」「今日も元気？」「頑張ろう！」と一人ひとりが優しく声を掛け合って毎日を穏やかに過ごし
ています。
　私は、お家でも家族と仲良く過ごしています。私は、こんな平和な生活が当たり前だと思っていました。しかし、81年前の
沖縄には、決して忘れてはいけない「沖縄戦」という恐ろしい出来事がありました。それまで、みんなが幸せに過ごしていた
のに、「戦争」が美しい沖縄の地も、思いやりのある沖縄の人々の心にも傷を残していってしまいました。
　私は、毎年、沖縄戦について学習し平和について考えます。戦時中、敵から逃げるために歩き
続けた人がいたこと、赤ちゃん、子供たちの尊い命が奪われていったこと、とても胸が苦しくな
りました。二度と戦争が起きてはいけない、二度とこの大好きな沖縄を戦いの地にしてはいけ
ない、と強く心に誓いました。
　戦争の恐ろしさを体験していない私たちにできること。それは、この悲しい過去を次の世代
へ伝えていくこと。命は尊い、ということ。
　そして、一番大切なことは、一人ひとりが周りの人にやさしく思いやりをもつこと。これが平和
への第一歩だと思います。これからも、この大好きな沖縄の平和を、今を生きる私たちがいつ
までも守り続けていきます。

仲泊小学校代表（布施 理衣奈）
ふせ りいな

　「生きていてくれてありがとう。」私は、戦争で生き残ってくれた人々のおかげで、今この場にいます。
　1945年3月26日。慶良間諸島にアメリカ軍が上陸したことで沖縄戦は始まりました。空襲警報が鳴るたびにガマに逃げ
込む人たち。兵隊に招集され、家族と離されてしまった人々。戦争によって多くの人が生活を困難にしました。戦争体験者
の方からは「地獄のようだった・・・・」と当時の様子を教えてもらいました。戦争は、人の心に永
遠と傷を残してしまうのです。
　あれから81年。沖縄ではたくさんの人が笑い、自然の豊かさももどってきました。恩納小学校
の6年生は、総合的な学習時間に「平和」について学習しています。人によってそれぞれテーマは
違いますが、私は「沖縄戦のその後」について調べています。
　また、5・6年生合同の平和ワークショップでは、校長先生や恩納村博物館の瀬戸さんが
「フォトランゲージ」を通して沖縄戦について教えてくださいました。
　私は、これらの学習を通して「平和」への再確認をしようと思います。沖縄で育ったからこそ
学べた「平和への誓い」を、これから私が出会う全ての人々に伝えていきます。

恩納小学校代表（永井 杏奈）
ながい あんな

平和へのメッセージ②平和へのメッセージ② ※恩納村慰霊祭で読み上げたメッセージを紹介
※①は広報おんな8月号に掲載
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